
津市農地利用最適化推進委員の候補者の推薦及び募集等に関する要綱 

 

平成２７年１２月２８日農業委員会訓第１号  

 

 改正 平成３０年１２月１８日農業委員会訓第１号 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、農業委員会等に関する法律（昭和２６年法律第８８号。

以下「法」という。）第１９条第１項の規定による津市農地利用最適化推進

委員（以下「推進委員」という。）の候補者の推薦（以下「候補者の推薦」

という。）及び同項の規定による推進委員になろうとする者の募集（以下

「推進委員の募集」という。）等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（担当区域等） 

第２条 法第１７条第２項の規定により定める各推進委員が担当する区域及び

当該区域に係る地区ごとの推進委員の定数は、別表のとおりとする。 

（候補者等の資格） 

第３条 候補者の推薦の対象となる者又は推進委員の募集に応募することがで

きる者は、法第１７条第１項に規定する者で、本市の区域内に住所を有し、

現に居住しているものとする。ただし、津市農業委員会（以下「委員会」と

いう。）が特別の事情があると認めるときは、この限りでない。 

 （候補者の推薦の手続） 

第４条 候補者の推薦に係る農業委員会等に関する法律施行規則（昭和２６年

農林省令第２３号。以下「規則」という。）第１１条第１項の書類は、津市

農地利用最適化推進委員候補者推薦書（第１号様式）とする。 

 （推進委員の募集の手続） 

第５条 推進委員の募集に当たっては、津市農業委員会だより等を通じて広く

市民に周知を図るものとする。 

２ 推進委員の募集に係る規則第１１条第１項の書類は、津市農地利用最適化

推進委員応募申込書（第２号様式）とする。 

 （候補者の推薦及び推進委員の募集の期間） 

第６条 候補者の推薦及び推進委員の募集の期間は、おおむね１月間とする。 

 （選考） 

第７条 委員会は、地区ごとの推薦を受けた候補者及び推進委員の募集に応募



した者の総数がその定数を超えた場合その他必要があると認める場合には、

候補者等の選考を行うものとする。 

 （委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

１ この訓は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、同

年１月１日から施行する。 

２ この訓の施行の日前における候補者の推薦及び推進委員の募集等について

は、この訓の規定の例により行うことができる。 

   附 則（平成３０年１２月１８日農業委員会訓第１号） 

この訓は、平成３０年１２月２５日から施行する。  



別表（第２条関係） 

区域 区域の範囲 

定数

（人） 

津 

津地区 

江戸橋一丁目、江戸橋二丁目、江戸橋三

丁目、上浜町一丁目、上浜町二丁目、上

浜町三丁目、上浜町四丁目、上浜町五丁

目、上浜町六丁目、桜橋一丁目、桜橋二

丁目、桜橋三丁目、栄町一丁目、栄町二

丁目、栄町三丁目、栄町四丁目、羽所

町、島崎町、鳥居町、広明町、大谷町、 

新立町津、北町津、東町津、中河原、万

町津、愛宕町、新東町塔世、相生町、丸

之内養正町、南丸之内、西丸之内、丸之

内、東丸之内、寿町、乙部、港町、海岸

町、大門、中央、住吉町、高洲町、末広

町、なぎさまち、本町、岩田、南中央、

上弁財町、上弁財町津興、修成町、幸

町、野崎垣内岩田、大倉、船頭町津、船

頭町津興、柳山津興、三重町津興、下弁

財町津興、阿漕町津興、藤枝町、西阿漕

町岩田、八幡町津、八幡町藤方、八幡町

津興、東古河町、八町一丁目、八町二丁

目、八町三丁目、新町一丁目、新町二丁

目、新町三丁目、南新町、西古河町、丸

之内養正町、押加部町、大園町、桜田

町、神納町、博多町、川添町、南河路、

神納、美川町 

１ 

神戸地区 

野田、神戸、半田、緑が丘一丁目、緑が

丘二丁目 

２ 

安東地区 

納所町、一色町、観音寺町、渋見町、長

岡町、河辺町、安東町、北河路町 

４ 

櫛形地区 分部、殿村、産品、小舟 ３ 



藤水地区 

藤方、垂水、津興、南が丘一丁目、南が

丘二丁目、南が丘三丁目、南が丘四丁目 

１ 

高茶屋地区 

高茶屋小森上野町、城山一丁目、城山二

丁目、城山三丁目、高茶屋小森町、高茶

屋一丁目、高茶屋二丁目、高茶屋三丁

目、高茶屋四丁目、高茶屋五丁目、高茶

屋六丁目、高茶屋七丁目 

１ 

雲出地区 

雲出伊倉津町、雲出鋼管町、雲出島貫

町、雲出長常町、雲出本郷町 

２ 

一身田地区 

一身田大古曽、一身田上津部田、一身田

町、一身田豊野、一身田中野、一身田平

野、夢が丘一丁目、夢が丘二丁目 

３ 

白塚地区 白塚町 １ 

栗真地域 栗真小川町、栗真中山町、栗真町屋町 １ 

片田地区 

片田井戸町、片田久保町、片田志袋町、

片田新町、片田田中町、片田長谷町、片

田長谷場町、片田薬王寺町、片田町 

１ 

高野尾地区 

高野尾町、豊が丘一丁目、豊が丘二丁

目、豊が丘三丁目、豊が丘四丁目、豊が

丘五丁目 

３ 

大里地区 

大里川北町、大里窪田町、大里小野田

町、大里野田町、大里睦合町、大里山室

町、あのつ台一丁目、あのつ台二丁目、

あのつ台三丁目、あのつ台四丁目、あの

つ台五丁目 

３ 

久居 

久居地区 

東鷹跡町、西鷹跡町、万町、中町、幸

町、旅籠町、寺町、二ノ町、本町、射場

町、小戸木町、元町、北口町、烏木町、

明神町、藤ヶ丘町、相川町、新町、持川

町、野村町、小野辺町、井戸山町、野口

町、桜が丘町 

２ 

桃園地区 木造町、新家町、川方町、牧町 ３ 



戸木地区 戸木町、青葉台 1 丁目、青葉台２丁目 １ 

七栗地区 

庄田町、森町、久居一色町、中村町、大

鳥町 

２ 

榊原地区 榊原町 １ 

須ヶ瀬地区 須ヶ瀬町 １ 

稲葉地区 稲葉町、緑が丘 1 丁目、緑が丘２丁目 １ 

河芸 豊津地区 中別保、一色、影重 １ 

上野地区 

上野、新上野、大蔵園、東上野、久知

野、中瀬、東千里、千里ケ丘、西千里、

杜の街 1 丁目、杜の街２丁目 

１ 

黒田地区 

北黒田、高佐、浜田、赤部、南黒田、三

行 

３ 

芸濃 椋本地区 椋本 ３ 

明地区 楠原、林、中縄、忍田 １ 

安西地区 小野平、多門、北神山、萩野、岡本 ２ 

雲林院地区 雲林院、河内 １ 

美里 辰水地区 家所、穴倉、高座原、日南田、船山 ２ 

長野地区 

南長野、北長野、細野、中野、平木、桂

畑 

１ 

高宮地区 五百野、足坂、三郷 １ 

安濃 

 

 

草生地区 草生、安部、中川 ３ 

村主地区 

川西、神田、南神山、前野、光明寺、今

徳、妙法寺、浄土寺、連部 

２ 

安濃地区 安濃、内多、太田、清水、曽根 ３ 

明合地区 

野口、戸島、大塚、荒木、粟加、田端上

野、東観音寺 

２ 

香良洲地区 香良洲町 １ 

一志 

 

 

大井地区 井生、大仰、井関、石橋 ２ 

波瀬地区 波瀬 １ 

川合地区 

其村、庄村、小山、みのりケ丘、虹が

丘、小戸木、八太、新沢田、片野 

３ 

高岡地区 高野、其倉、田尻、日置、野田 ２ 



白山 

 

 

家城地区 

城立、小杉、大原、福田山、南家城、北

家城、藤、二俣、真見 

１ 

川口地区 川口 １ 

大三地区 二本木、岡、三ヶ野 ２ 

倭地区 佐田、中ノ村、南出、上ノ村、垣内 １ 

八ッ山地区 八対野、稲垣、古市、伊勢見、山田野 ２ 

美杉 

 

 

竹原地区 竹原、八手俣 １ 

八知地区 八知 １ 

太郎生地区 太郎生 １ 

伊勢地地区 三多気、杉平、石名原 １ 

八幡地区 川上、奥津 １ 

多気地区 丹生俣、上多気、下多気 １ 

下之川地区 下之川 １ 

 

 



第１号様式（第４条関係） 

津市農地利用最適化推進委員候補者推薦書 

  年  月  日  

（宛先） 津市農業委員会 

住 所                

推薦者 氏 名              ○印  

法人その他の団体にあっては、主たる事務所 

又は事業所の所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話                 

 

  農地利用最適化推進委員の候補者として下記の者を推薦します。 

推薦の理由 

 

 

 

 

 

 

 

記 

【推薦を受ける者に関する事項】 

住 所 津市 

氏 名
ふ り が な

 

 
性別 

    

生年月日         年  月  日〔  歳〕 

職 業  

連絡先 
固定電話 （    ）    － 

携帯電話 （    ）    － 

希望する活動区域 地区 

経歴（職歴） 

 

 

 

 

 

 

推薦を受ける理由 

 

 

 

 

 



推進委員になった

場合に取り組もう

とする事項 

 

 

 

 

 

農業委員会委員への推薦 

又は応募の状況 

（いずれかに○） 

推薦を受けている ・ 応募している ・ 非該当 

農業経営の状況 

農地面積 

（耕作面積） 
田 

㎡ 

（     ㎡） 

畑 

㎡ 

（    ㎡

） 

収穫量 
        

ｔ 

      

ｔ 

耕作従事日数          日 

耕作従事者数          人 

農業所得額          万円 

同意事項 

 私は、津市農地利用最適化推進委員として推薦を受けるこ

とに同意します。 

      年  月  日 

 

氏名            印   

 

【推薦する者に関する事項】（推薦者が複数の場合には、別の用紙に記載してください。） 

住 所 

（法人又は団体の所在地） 

 

氏 名
ふ り が な

  

（法人又は団体の名称及び代表者氏名） 

 

 

 

性別 

    

生年月日 

（個人の場合のみ記載） 
        年  月  日〔  歳〕 

職 業 

（個人の場合のみ記載） 

 

連絡先 
固定電話 （    ）   － 

携帯電話 （    ）    － 

法人又は団体の目的 

（法人の場合のみ記載） 

 

 

 

構成員の人数及び資格 

（法人の場合のみ記載） 
   人（資格：                ） 

 注）枠内に書ききれない場合は、別の用紙に記載して提出してください。 



第２号様式（第５条関係） 

津市農地利用最適化推進委員応募申込書 

  年  月  日  

（宛先） 津市農業委員会 

住 所                

応募者 氏 名              ○印  

電 話                

 

 

 津市農地利用最適化推進委員の募集について、下記のとおり応募します。 

 

記 

住 所  

氏 名
ふ り が な

  

 
性別 

    

生年月日         年  月  日〔  歳〕 

職 業 
 

連絡先 

固定電話 （    ）    － 

携帯電話 （    ）    － 

希望する活動区域 地区 

  経歴（職歴） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



応募した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地利用推進委員

になった場合に取

り組もうとする事

項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員会委員への推薦 

又は応募の状況 

（いずれかに○） 

推薦を受けている ・ 応募している ・ 非該当 

農業経営の状況 

農地面積 

（耕作面積） 
田 

㎡ 

（     ㎡） 
畑 

㎡ 

（    ㎡

） 

収穫量 
       ｔ 

      

ｔ 

耕作従事日数                 日 

耕作従事者数                 人 

農業所得額                 万円 

 注）枠内に書ききれない場合は、別の用紙に記載して提出してください。 


